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九州大学大学院講師

外国人は目が白い？

交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分。
●阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅から近鉄バスで「日本庭園前」下車、徒歩約13分。
●乗用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」横にあ
る当館専用通行口をお通りください。
●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

編集後記

新しい生活様式の模索が続くなか、読者の皆さまはいかがお過

ごしだろう。東京のラッシュアワーを知る海外の友人に、公共交

通を停めない緊急事態宣言など無意味だろうといわれていた。だ

が、不要不急の外出自粛や休業の要請だけで爆発的な感染は抑

えられている。ハグをしない習慣や室内で靴を脱ぐ生活、果ては

民度の違い（‼）まで、その社会的要因が取り沙汰されているが、

同調圧力の強さはあまり耳にしない。要請に背いてはじめて体感

する圧力で、構造的に巷
こう

間
かん

に伝わりづらいからだろうか。

特集では、再開しても全サービスを提供できない民博をご自宅

で利用してもらう一助として、民博がウェブ上で公開している写

真データベースを紹介した。情報を伴う過去の写真はそれ自体貴

重だが、さまざまに使われることで価値が高まる。わたしがかか

わるネパール写真データベースでは、被写体になった方の孫から

連絡があり、写真提供とバイラヴ仮面舞踊の映像取材に結びつ

いた。また、ポカラ市の古写真を展示するギャラリーに、民博が

80点の写真を正式に貸し出すことにつながった。民博は所蔵資

料を作ったり使ったりしてきた当事者集団などと対話する関係を

築く、フォーラム型の情報ミュージアムを目指す。写真データベー

スはその 1チャンネルになりつつある。（南真木人）
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次号の予告
特集

「ヒトと感染症」（仮）

●表紙：木渡り。樹木の枝木を伐採するために樹木間を移動する
（「焼畑の世界―佐々木高明のまなざし」X0002649、熊本県五木村、
1960年）
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みんぱくフェイスブック  https://www.facebook.com/MINPAKU.official
みんぱくツイッター  https://twitter.com/MINPAKUofficial
みんぱくインスタグラム https://www.instagram.com/MINPAKUofficial/
みんぱくYouTube  https://www.youtube.com/user/MINPAKUofficial

みんぱくホームページ https://www.minpaku.ac.jp/

みんぱくをもっと楽しみたい方のために
国立民族学博物館友の会のご案内
友の会は、みんぱくの活動を支援し、博物館を楽しく積極
的に活用するためにつくられました。
毎月『月刊みんぱく』をお届けするほか、さまざまなサービ
スをご用意しております。

維持会員・正会員
『月刊みんぱく』の送付／友の会機関誌『季刊民族学』の送付
／本館展示の無料観覧／特別展観覧料の割引／友の会講演
会への参加／研究者同行の国内外研修旅行への参加　など

ミュージアム会員
『月刊みんぱく』の送付／本館展示の無料観覧／特別展観
覧料の割引／友の会講演会への参加　など

繰り返し入館できるみんぱくフリーパスや、学校・学部
単位で利用できるキャンパスメンバーズなど各種会員種
別もございます。目的にあわせてご利用ください。

詳細は、一般財団法人千里文化財団まで
お問い合わせください。
（電話06－6877－8893／平日9：00～17：00）

地
域
に
住
む
チ
ベ
ッ
ト
人
や
ネ
パ
ー
ル
人
を
除
け
ば
、
近

年
に
至
る
ま
で
外
部
の
人
び
と
の
往
来
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
そ
の
ク
ン
ブ
地
方
に
初
め
て
西
洋
人
が
足
を
踏

み
入
れ
た
の
は
、一
九
五
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
当
初
は

登
山
隊
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
な
る

と
山
歩
き
を
目
的
と
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
客
も
少
し
ず
つ

こ
の
地
域
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に

入
る
こ
ろ
に
は
、
ク
ン
ブ
地
方
は
急
速
な
観
光
化
を
果
た

し
、
現
在
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
か
ら
観
光
客
が
や
っ

て
来
て
山
道
を
歩
い
て
ゆ
く
。

チ
ベ
ッ
ト
語
や
ネ
パ
ー
ル
の
諸
言
語
に
「
ミ
カ
ル
」
に

類
す
る
表
現
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
わ
た
し
は
寡
聞
に
し

て
知
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
険
し
い
山
間
部
に
突
如
と
し

て
あ
ら
わ
れ
た
「
目
の
白
い
」
人
び
と
の
姿
を
目
に
し
た

シ
ェ
ル
パ
た
ち
の
驚
き
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
そ
の
う

え
奇き

矯き
ょ
うに

も
彼
ら
は
、
わ
ざ
わ
ざ
大
金
を
払
っ
て
山
村
を

巡
り
、
危
険
を
冒
し
て
ま
で
高
い
山
に
登
り
た
が
る
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
驚
き
は
、
自
分
た
ち
と
は
異
な
る
目
の

色
に
象
徴
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

現
在
こ
の
地
域
に
住
む
シ
ェ
ル
パ
の
人
び
と
は
、
観
光

に
大
き
く
依
存
し
た
暮
ら
し
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多

く
の
民
家
が
ロ
ッ
ジ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
改
装
さ
れ
、
シ
ー

ズ
ン
が
来
る
と
男
性
た
ち
は
ガ
イ
ド
や
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

働
き
に
出
か
け
る
。
シ
ェ
ル
パ
た
ち
は
、
年
を
追
う
ご
と

に
増
え
続
け
る
瞳
の
色
も
さ
ま
ざ
ま
な
「
ミ
カ
ル
」
た
ち

を
あ
り
が
た
が
る
と
同
時
に
、
今
も
不
思
議
そ
う
な
目
で

見
つ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

ネ
パ
ー
ル
の
東
部
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
す
ぐ
南
に
あ
た
る

ソ
ル
ク
ン
ブ
郡
ク
ン
ブ
地
方
に
は
、
シ
ェ
ル
パ
と
よ
ば
れ
る

人
び
と
が
居
住
し
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
語
の
一
方
言
で
あ
る

シ
ェ
ル
パ
語
を
母
語
と
す
る
人
び
と
で
あ
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
の
手
助
け
を
し
て
働
く
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。シ
ェ

ル
パ
た
ち
の
住
む
ク
ン
ブ
地
方
は
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
登

山
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
年
間
数
万

人
も
の
外
国
人
観
光
客
が
こ
の
山
岳
地
帯
を
訪
れ
て
い
る
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
途
上
で
シ
ェ
ル
パ
の
村
を
訪
れ
た
と

き
、彼
ら
の
会
話
に
注
意
深
く
耳
を
澄
ま
せ
て
み
る
と
、「
ミ

カ
ル
」
が
来
た
と
話
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。

ミ
カ
ル
と
は
外
国
人
も
し
く
は
「
ガ
イ
ジ
ン
」
に
近
い
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
も
つ
シ
ェ
ル
パ
語
で
あ
り
、文
字
ど
お
り
に
は「
目

（
ミ
ク
）
が
白
い
（
カ
ル
）」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
な
ぜ
外

国
人
を
ミ
カ
ル
と
よ
ぶ
の
か
と
尋
ね
れ
ば
、「
西
洋
人
は
瞳

の
色
が
白
い
だ
ろ
う
」
と
教
え
て
く
れ
る
。

一
般
に
シ
ェ
ル
パ
の
人
び
と
は
中
肉
中
背
で
瞳
は
黒
く
、

典
型
的
な
日
本
人
と
よ
く
似
た
身
体
的
特
徴
を
も
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
わ
た
し
が
日
本
人
も
ミ
カ
ル
な
の
か
と
聞
く

と
、
た
い
て
い
の
場
合
は
少
し
考
え
た
あ
と
で
、「
日
本
人

も
ミ
カ
ル
だ
よ
」
と
答
え
が
来
る
。
シ
ェ
ル
パ
語
で
識
別

さ
れ
る
他
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
ロ
ン
バ
（
高
カ
ー
ス
ト
の

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
）、ド
ン
ブ
（
周
辺
諸
民
族
）、ペ
パ
（
チ
ベ
ッ

ト
人
）
と
い
っ
た
身
近
な
集
団
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
の
外
部
者
は
み
な
一
律
に
ミ
カ
ル
と
し
て
分
類

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

シ
ェ
ル
パ
た
ち
の
住
む
ク
ン
ブ
地
方
は
、
周
囲
か
ら
隔

絶
さ
れ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
険
し
い
山
岳
地
帯
で
あ
り
、
周
辺
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